
１１月１２日日曜日、
田原小体育館で『田原小
学校創立１５０周年記
念式典』を執り行いました。

式典には全校児童と先
生方・実行委員が参加し、
東市長・植田教育長・森
本市議会議長をはじめ、
歴代校長先生や地域の皆
様にご臨席をいただき、ま
た、保護者の皆様には各
教室で式典の様子をオンラ
イン視聴いただきました。

挨拶の中で岡村実行委
員長は、田原小の歴史を
築いてこられた方々へ敬意
を表し、記念事業について
は、本年に向け６年生が
続けてきた『桜の森プロジェ
クト』を完結し２２年にわ
たる思いを繋いだことへの
安堵の気持ちを述べ、子ど
もたちとパーゴラのテープカッ
トをしたことは自身にとって
も子どもたちにとっても良い
思い出になると話しました。

上井校長先生は「四條
畷市で一番長い歴史のあ
る田原小に引き継がれるバ
トンをしっかりと握りしめ、こ
れからも元気に明るく学校
生活を送ってください」と子
どもたちに話し、「今後も田
原小が子どもたちの心の拠
り所となり、皆様から愛され
る学校となるよう精進しま
す」と決意を述べました。

橋口ＰＴＡ会長は、地
域ネットワークの構築化が
進んだ活力ある田原の地
で子どもたちが元気に育っ
ていることに感謝の意を表
し、コロナ禍に感じた田原
の伝統を守る地域の方の

熱い思いについて触れ、先
人の思いをさらなる未来へ
繋ぐためＰＴＡ活動を通
じて努力したいと話しました。

ご来賓の東市長と植田
教育長から、温かいご祝辞
をいただきました。

東市長は子どもたちと会
話をするように、『お侍さん』
がいた頃に田原小ができた
ことや田原小の歴史は多く
の人の力で創られてきたこ
とをお話しくださり、「次の１
５０年を創っていくのは皆
さんです 」と語りかけられま
した。また、植田教育長は
子どもたちに「１５０年前
から田原小は体験や経験
を大切にしてきたのですね」、
「学校の歴史は皆さんひと
りひとりの活動と、笑い、涙
などが集まってできているの
です」とお話しくださいました。

児童会の子どもたちから
は田原小へのお祝いメッセー
ジが披露され、子どもたち
全員でハッピーバースデイの
歌を合唱しました。式典に
向け練習を重ねてきた子ど
もたちの頑張りが伝わって
きました。

実行委員長から校長先
生に記念品目録が手渡さ
れ、校長先生から「ありがと
うございます 。大切に使わ
せていただきます」とお礼の
言葉がありました。

式典アトラクシ ョンとして
田原中ギター部の皆さんに
演奏を披露していただきま
した。小学生にも分かる曲
を選んでくださったので、曲
紹介の時に「やったぁ！」と
喜ぶ子や演奏に合わせて
口ずさむ子どもたちもいて、
中学生の奏でるギターの音
色と小学生の可愛らしい歌
声の思いがけないコラボレー
ションに会場は笑顔でいっ
ぱいになりました。

最後は田原小の移り変
わりをスライドで見ました。
今とは違う、自分たちの知
らない田原小の様子を見
た子どもたちからは幾度とな
く驚嘆の声が上がり、食い
入るようにスライドを見てい
る姿が印象的でした。

会場は終始田原小を想
う温かな空気につつまれ、
子どもたちの純真さは、私
たち実行委員の緊張を和
らげ式を大いに盛り上げて
くれました。『厳粛さ』こそあ
りませんでしたが、あるご来
賓の方から「田原小愛に溢
れた良い式典でした 」とお
褒めの言葉をいただき、ほ
かでは真似のできない田原
小らしい記念式典ができた
のだと嬉しく思いました。

式典同日、田原地区教
育推進協議会 と共催で
『田原屋台村』を開催しま
した 。実行委員会では和
太鼓奏者の佐伯篤宣様を
お招きし屋台村のオープニ
ングを飾っていただきました。

●記念誌について
●記念誌発行は１２月
●５日頃です。児童ひとり
●につき１冊配布します。
●会計報告について
●会計監査終了後に会
●計報告書をＰＴＡ役員
●会へご提出します。
●横断幕・のぼりについて
●第１０回実行委員会
（１２／２３開催予定）
●終了後に撤去します。
●実行委員会は第１０
●回実行委員会を以って
●解散となります。
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実行委員会だより最
終号をお読みいただ
きありがとうござい
ます。 一年半前、

実行委員会の前身であった
準備委員会の委員長を仰せ
つかった時から今日に至る
まで、私は自身の思考と行
動の大半を１５０周年に傾
注してきました。 本事業
最大にして最終イベントで
あった記念式典を終えた今、
汗馬之労・悲喜交交の日々
を振り返りひと息つきたい
気持ちになったりもします
が、私にはなすべき作業が
残されています。全ての事
務処理が終わる時まで心を
燃やし続け、最後は枯れ木
に花を咲かせる灰になりた
いと思います。 末筆なが
ら、長期にわたり本事業に
ご協力をいただきました先
生方をはじめ関係の皆様に
深く感謝申し上げます【ka】
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